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　■日本WPA社団法人組織へ、社団
法人に相応しい事業展開を！
　日本WPA(日本水なし印刷協会)は、
この程、「一般社団法人日本WPA」
として組織を変更、新たにスタート
した。設立から９年目に入り、現在
は正会員168社、協賛会員20社の計
188社の規模になっている。今後も、
「環境保全や印刷品質向上などの課
題に真正面から取り組み、社団法人
に相応しい事業展開に務めていく」
としている。特に、印刷を取り巻く
状況が厳しさを増す中で、「海外の
WPAとも連携しながら媒体価値の向
上を目指す。また、環境を意識した
印刷技術の発展、需要喚起、社会貢
献なども強化していく」との方針を
打ち出している。
　■技能五輪日本代表、伊東真規子
さん（亜細亜印刷㈱）に決まる
　㈳日本印刷産業連合会は、この程
行なわれた第41回技能五輪国際大会
（ロンドン大会）オフセット印刷職
種日本代表選手（候補者）の最終選
考会の結果、伊東真規子さん（亜細
亜印刷㈱／長野県）を日本代表候補
者として、中央職業能力開発協会へ
推薦した。
　候補者に選ばれた伊東真規子さん
は、平成元年９月生まれの21歳。長
野市に本社がある亜細亜印刷㈱に勤
務している。同社は昭和38年に設立
され、従業員数は75名。書籍印刷、
商業美術印刷が主体。長野の本社の
他、東京支店、関西営業所を持つ。
　第41回技能五輪国際大会（ロンド
ン大会）は2011年10月４日から９日
まで英国･ロンドンで開催される。

　愛知県印刷産業団体連絡会(髙井昭
弘会長)」の2010年度版｢愛知県印刷
産業団体連絡会｣名簿が完成しました。
連絡会18団体の会員を網羅しており
ます｡会員相互の情報交換やコミュニ
ケーションづくりにお役立て下さい。
（事務局よりのお知らせ・愛印産連
名簿は、各社１冊は贈呈としてお送
りしました。追加ご希望の向きは事

務局までお申し込みください）。
　〈掲載団体〉
　愛知県印刷工業組合、中部グラ
フィックコミュニケーションズ工業
組合、愛知県製本工業組合、㈳日本
グラフィックサービス工業会愛知県
支部、名古屋洋紙同業界、愛知県紙
器ダンボール箱工業組合、東海北陸
シーリング印刷協同組合愛知支部、
名活会、中部印刷製本機械工業会、
名古屋印刷インキ協会、愛知県紙加
工業協同組合、名古屋紙製品工業協
同組合、中部光沢化工紙協同組合、
愛知県トムソン工業協同組合、愛知
県スクリーン･デジタル印刷協同組合、
中部印刷機材協議会､中部フォーム印
刷工業会､東海グラビア印刷協同組合
　＊発行：愛知県印刷産業団体連絡会
　＊判型B5判：94ページ
　＊定価：1,000円（税込み､送料１冊
につき100円）
　＊申し込みは：愛知県印刷工業組
合内愛印産連（担当：佐野）まで。
TEL052-962-5771。

■第１回「ポスターグランプリ」の
展示会、表彰式も無事に終えること
ができました。ご協力いただいた皆
さん、協賛いただいた各社様に感謝
申し上げます。表彰式の席上、髙井
理事長の発言にありましたように、
次回の開催は、他県の工組の協力を
得て、さらに窓口を広げて開催がで
きれば、印刷業界とグラフィックデ
ザイン業界がさらに密になり、お互
いがアピールできれば、開催意義も

さらに高まることと思います。■全
印工連の「特別ライセンスプログラ
ム事業」の説明会がありました。110
名の多くの方々に参加いただきまし
た。全印工連の大きなプロジェクト
です。当日、都合が悪く出席できな
かった方は、是非、一読願い、積極
的に参加していただきますようお願
い致します。■岐阜印刷文化典の概
要を紹介しています。詳細について
は、次号においても詳報しますので、
ご期待ください。

－ 14 － － 3 －

巻頭言

　皆さんはファミリーレストランに入るとき、
どんな基準で選びますか…。私の場合、平日で
あれば駐車場が広いところですし、普段は食べ
たいメニューがあるところを基準にしています。
　ところで主婦の方はどんな基準で選んでい
るかご存知ですか…。この話、友人であるリ
フォーム関係の社長がお客様とのランチ対談
で聞いた話です。
　まだ小さい子供がいるところは、「食後に
おもちゃをくれる」といった子供を喜ばしてく
れるサービスのあるところ、また主婦だけの場
合は「サラダバーが豊富」であったり、「ドリ
ンクバーが充実」していたり、はたまた「落ち
着いて話ができたり」…。お気づきでしょうか、
彼女たちの選択肢に「料理」というカテゴリー
がありません。
　一方のファミリーレストラン側は、いかに
リーズナブルで、料理の質を上げていくかを重
視しています。しかし、肝心のターゲットであ
る主婦は、全く別の事情でお店選びをしている
ということです。つまり料理の質を上げなくて
も、売上を上げる方法はいくらでもあるという
事ですね。
　最近のマーケティングは、「物を売るのでは
なく、体験を売りなさい」という考え方があり
ます。例えば、高層階にあるレストランにお客

様に足を運んでいただくために、「夜景が綺麗
だ」とメッセージをする事は、「お客様の気が
ついていない事を教えてあげる」という代表的
な例です。
　電子書籍が登場し業界の地図を大きく変える
ともいわれています。確かに我々の業界は、今
まで紙に印刷をする事で多くの利益を得ていま
したので、この電子書籍という黒船が及ぼす影
響は予想もつきません。しかし、振り返ってみ
て、いまお付き合いのあるお客様は、なぜ自社
を指名いただけるのでしょうか…。おそらくそ
こにはお客様が指名したくなる理由があるはず
です。その理由が自社の売りに、強いては「お
客様に伝える会社の強み」ではないでしょうか。
　今まで部数を増やすと単価が下がるといった、
お客様が支払うコストの数字を伝えてきました。
しかし、お客様が欲しいのは同じ数字でも、ど
れだけ効果があるかという数字です。いくら便
利になっても、たくさん付加価値が付いたとし
ても、「必要ない」ものをお客様は買いません。
お客様のその向こうのお客様が喜ぶ事を提案し
ていく事が私たちの使命だと思います。そんな
事にスポットを当てて、マーケティング委員会
はセミナーを実施しています。
　「お客様に伝える会社の強み」をぜひ探しに
セミナーに社員と共にご参加ください。

「お客様に伝える会社の強み」

副理事長　鳥原　久資

業界短信

事務局だより

「愛知県印刷産業団体連絡会」名簿
  完成



　岐阜印刷文化典は、記念式典、全印工連メッセー
ジ、記念講演会、記念懇親会（以上・15日）、全印
工連フォーラム（16日）で構成された。
　〈記念式典〉
　記念式典は、午後2時30分より開催され、国歌斉
唱に続き、開催工組を代表して四橋理事長（2010　
全日本印刷文化典in岐阜実行委員長）が挨拶に立ち、
参加者に感謝の意を表した後、次のように述べた。

　「一昨年の鹿児島での印刷文化典の折り、『鹿児
島が天璋院・篤姫なら、次回の岐阜は織田信長で行
きます』と申し上げました。鹿児島での印刷文化典
と前後して、リーマンショックが起き、以来、今日
まで厳しい経済状況が続いています。また、今年は
『電子書籍元年』と言われているように、iPadをは
じめとして、さまざまな電子機器が出現し、印刷業
界は先が見通しづらい情況になっています」。

　“乱世を生き抜く!!  信長の革新性に学ぶ”をテーマと
する「2010 全日本印刷文化典in 岐阜」（以下・岐阜印
刷文化典）が、10月15、16の両日、岐阜市の岐阜グラ
ンドホテルで開催された。

　主催は全日本印刷工業組合連合会（水上光啓会長）、
中部地区印刷協議会（四橋英児会長）、岐阜県印刷工業
組合（同理事長）。参加者は来賓、全国工組の役員・組
合員、関連業者を含め600名。

　このように厳しい現状認識を示した上で、岐阜印
刷文化典のテーマにふれ「このような時こそ、信長
の革新性に学ぼうということで、今回テーマを“乱
世を生き抜く!!  信長の革新性に学ぶ”としました」
と述べ、さらに、印刷文化典の開催意義に言及し、
「この２日間、信長の革新性にふれていただくとと
もに、今後の業界のあり方、また自社のあり方につ
いて考えていただきたいと思います。また、これだ
け大勢の方にお集まりいただいたものですから、情
報交換、コミュニケーションを深めていただきたい
と思います。意義ある、思い出の残る文化典になる
ように期待しています」。
　続いて、水上会長が挨拶に立ち、「この場で組合
の団結と協調を再確認していただきたいと思います。
そして、併せて、印刷業界の将来を思考する、有意
義な議論の場にしていただきたいと思います」と述
べ、全印工連メッセージ、全印工連フォーラムの概
要を説明した。
　さらに、印刷業界の現状にふれ、｢印刷業界はデ
フレスパイラルの中に落ち込んでいるような気がし
ます｣、「情報洪水の中で溺れそうな気がします｣、
「今年は印刷に影響を及ぼす可能性のある『電子書
籍元年』と言われています」と危機感を示した上で、
「この２日間で、たくさんのヒントを掴んでいただ
きたいと思います」と期待感を表明した。
　来賓祝辞（大畠章宏経済産業大臣〈代読：大関正
道中部経済産業局産業部長〉、古田肇岐阜県知事
〈代読：上手繁雄副知事〉、細江茂光岐阜市長〈代
読：武政功副市長〉）の後、表彰式が行われ、印刷
産業発達功労者、組合功労者、研究開発功労者、優
良従業員が表彰された。このうち、印刷産業発達功
労者として、林初彦氏（㈱太洋社社長／全印工連元
常務理事／岐阜県印刷工組顧問）はじめ４名、研究
開発功労者として、西村美佐夫氏（㈱ツキオカ開発
部長）、組合功労者として、酒井一造、酒井良輔両

氏が表彰された。
　印刷文化典宣言を岐阜県青年印刷人の会の大洞正
和会長が読み上げ、採択され、記念式典は終了した。
　〈全印工連メッセージ〉
　全印工連メッセージは、午後３時30分より開催さ
れ、最初に水上会長が「印刷ビジネス／これからの
10年」のテーマで講演した。続いて、「業態変革推
進企画室がめざすもの」をテーマに業態変革推進企
画室の萩原誠委員長が、「印刷産業ビジョン研究会
がめざすもの」をテーマに印刷産業ビジョン研究会
の花崎博己委員長が、活動の現状と目指す方向を報
告した。
　〈記念講演会〉
　記念講演会は、午後４時50分より開催され、静岡
大学名誉教授の小和田哲男氏が「乱世を生き抜く!!  
信長の革新性に学ぶ」を演題に講演した。
　〈記念懇親会〉
　記念懇親会は、午後６時30分より開催され、四
橋理事長の歓迎の辞、野田聖子衆議院議員の祝辞の
後、祝宴に入った。祝宴では、岐阜印刷文化典のた
めに醸造され酒（銘柄は「天下布武」）がふるまわ
れ、参加者は美濃・飛騨の食材をふんだんに採り入
れた料理とともに楽しんだ。

－ 4 － － 5 －

600名が岐阜に一堂に参集
酒井一造（㈱西三印刷所）、酒井良輔（知多印刷㈱）の両氏に組合功労賞

挨拶する四橋実行委員長

式典に参加した愛印工組の皆さん

岐阜から将来の印刷業の在り方を発信岐阜から将来の印刷業の在り方を発信岐阜から将来の印刷業の在り方を発信

「2010 全日本印刷文化典in岐阜」「2010 全日本印刷文化典in岐阜」



　●ポスターグランプリには林大希氏
　愛知県印刷工業組合主催「第１回ポスターグラン
プリ」の表彰式が、ポスターグランプリ展最終日の
10月３日午前10時30分より、会場の電気文化会館
5階西ギャラリーで開催されました。式には、愛印
工役員、来賓、協賛メーカー、表彰者ら多数が出席。
愛印工経営革新・環境委員会の野々村昌彦副委員長
の司会で始まりました。
　冒頭、主催者を代表して挨拶に立った髙井昭弘理
事長は、来賓、審査員、入賞者など参加者に感謝の
意を表した後、「第１回ポスターグランプリには3
つの目的があります」と前置きして、次の３点を挙
げました。
　①愛知・名古屋で開催される「COP10」（生物多

様性条約第10回締約国会議）を盛り上げる一助とし
て「環境保護」をテーマに開催。
　②コンテンツ制作におけるデザインの重要性を考
慮し、デザインを学ぶ学生に目標と機会を与えると
ともに、学生を支援する。
　③印刷業界とデザインは、切り離せない関係にあ
ることから、デザイン学校、美大と印刷業界の交流、
そしてデザイン業界と印刷業界との関係を深める。
　そして髙井理事長は「第１回目ということもあり
心配しておりましたが、多数の学生の皆様にご協力
をいただき、立派にポスター展を開催できました。
感謝申し上げます」とお礼の言葉を述べました。
　また、髙井理事長は「私案ですが」と断った上で、
今回のポスターグランプリを総括した上で、「来年

以降も継続して行きたいと思います」という意向を
示すとともに、愛印工単独の開催ではなく、中部地
区印刷協議会構成工組のイベントにする構想を明ら
かにし、「ポスターグランプリを大きく成長させて
行きたいと思っています」と抱負を述べました。
　審査員紹介の後、表彰式に移り、グランプリ（最
優秀賞）の林大希氏（名古屋芸術大学）に、髙井理
事長より賞状と副賞が授与されました。さらに、優
秀賞、中部経済産業局長賞、愛知県知事賞、名古屋
市長賞などが入賞者に授与されました。
　作品報告・作品講評は、審査委員長の高北幸矢氏
（名古屋造形大学学長／グラフィックデザイナー）
が行い、グラフィックデザインと印刷との関係の重
要性にふれた後、「（応募作品は）ボトムレベルが
高かった」と総括しました。
　来賓の、中部経済産業局流通サービス産業課の青
山一郎課長、愛知県産業労働部地域産業課の高須恭
夫課長、㈱中日新聞社社会事業部の尾久充弘部長が
紹介された後、来賓を代表して青山課長が祝辞を述
べました。青山課長は「（イベントには）３つの大
事なことがあると思っています」と前置きして、１

つ目として「始める力」を挙げ、愛印工を評価しま
した。２つ目として「支える力」を挙げ、スポン
サー企業の協力と審査員の努力を評価しました。３
つ目として「続ける力」を挙げ、「ここがゴールで
なく、これがスタート点ということで、力を磨き、
これを継続していただきたいと思います」と期待を
表明しました。
　最後に入賞者に大きな拍手が贈られ、表彰式は終
了しました。
　グランプリを受けた林氏は、「思わぬ大賞に驚い
ています。この賞を励みに、さらに勉強を重ね、精
進していきたい」と語った。

－ 6 － － 7 －

次回、イベント継続と対象地区拡大を模索

「第１回ポスターグランプリ」表彰式
印刷業界とデザインの関連性さらに深まる

●身近な催し物のお知らせ（愛印工組関係）

開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考
事業・行事 印刷寺子屋
 「さらなる飛躍のために絶対必要な
   ことは、会社の『変革』です！」
ところ 愛知県印刷工業組合
※好評につき締め切りました。
事業・行事 愛印工組・名古屋而立会共催セミナー
 「ＣＳＲが健全経営を支える」
ところ 栄ガスビル
講師：景山 摩子弥氏 
　　　（横浜市立大学CSRセンターLLPセンター長）
参加費：組合員及び名古屋而立会員無料
　　　　一般一人1,000円
事業・行事 平成23年新春
 印刷と関連業界新年互礼会
ところ 名古屋東急ホテル
 ３階「ヴェルサイユ」
(1)講演会  16:00～　
　演題「快進撃企業のぶれない経営の極意」
　講師  坂本光司氏 法政大学静岡キャンパス長
(2)新年互礼会  17:50～

11月16日㈫
19：00～
　　 20:30

11月18日㈭
18：30～
　　 20:30

平成23年
1月14日㈮

表彰式会場

TV放映を行なう放送各社 挨拶する髙井理事長 挨拶する高北審査委員長

表彰を受ける皆さん

司会を務めた野々村副委員長

グランプリを受ける林大希氏



　永年勤続優良従業員表彰伝達式が10月29日午前11
時より愛知県印刷会館会議室で行われました。今回
は97名の方が、愛知県知事表彰、全日本印刷工業組
合連合会会長・愛知県印刷工業組合理事長表彰を受
けました。伝達式では、髙井昭弘理事長より各企業
代表者に賞状と記念品が贈呈されました。
　愛知県知事表彰は、「同一事業所において15年
以上の長期にわたり連続勤務し、その間、品行方正
にして優れた技能を持って業務を遂行するとともに、
後輩の指導育成にあたるなど、企業の発展に著しく
貢献するものとして事業主より推薦され、かつ、表
彰審査委員会において、愛知県知事表彰に相応しい
と認められたものである」。また、全印工連会長･
愛印工理事長表彰は、「同一事業所において、10年
以上勤務し、技術優秀、欠勤率僅少にして、その勤
務態度は多従業員の模範であり、表彰に該当する者
として、事業主より推薦され、かつ、表彰審査委員
会において全日本印刷工業組合連合会会長･愛知県
印刷工業組合理事長表彰に相応しいと認められたも
のである」。

　【愛知県知事表彰】
　▼塩澤敏典、中澤和則（共生印刷㈱）、▼北村利
也、鈴木剛、中村陽介（中日本印刷㈱）、▼伊藤正
幸、伊神美保（鬼頭印刷㈱）、▼伊藤道夫（㈱昭栄
社印刷所）、柴田達仁、高松英弐（㈱鈴活印刷）、
▼伊藤奈津子、大塚辰弥、齋藤栄樹、水軒秀典、瀬
尾敬人（長苗印刷㈱）、▼岡部直（プリ･テック
㈱）、▼藤久保誠（半田中央印刷㈱）、伊藤学、鈴
木公敏、野村秀和、山本昭彦（あいち印刷㈱）、▼
金子泰之（㈱西三印刷所）、▼伊藤正徳、河井利和、
亀岡永二、鈴木亮裕（㈱エムアイシーグループ）、
▼彦坂明、日比里美（㈱奉仕堂印刷）　
　【全印工連会長・愛印工理事長表彰】
　▼大河雅治（㈱文方社）、▼堀江真信、服部覚
（名鉄局印刷㈱）、▼中川梨恵／永岡大輔、加藤敏
之／西尾理／小島英揮（中日本印刷㈱）、▼矢島匡
（オフリン㈱）、▼牛田将弘（㈱鈴活印刷）、▼高
橋潤、西計樹、森恵美、山田千恵、加藤将英、𠮷川
友治、森下敏之、太田憲吾、高田秀樹、山根真（長
苗印刷㈱）、▼小原一文、木末靖彦、恒川章（㈱昭
栄社印刷所）、▼𠮷江輝久、上橋誠、渡辺明秀、徳
永伸二、馬場信秀（菱源㈱）、▼川口八江美、小川
友美、福岡啓文（㈱一誠社）、▼山根誠三、小久保
満、作石孝美、馬嶋信二、小久保友紀子（新日本印
刷㈱）、▼山田崇雄、土屋新次、㈱丸和印刷）、▼
光永記広（半田中央印刷㈱）、▼宮地晃、神谷幸男
（プリ・テック㈱）、▼加古幹人、福原知紀、中田
圭、平林宏茂、山西由規、伊藤祐一（知多印刷株）、
▼後藤光彦、川本倫央、森脇広司（三井堂㈱）、▼
鴨川司、市川容子、山本弘靖、天野猛、渡辺一生、
首藤江里、市川重敬、古山信行（あいち印刷㈱）、
▼伊藤愛、中川雅宏、篠田道明（㈱西三印刷所）、
▼加原哲夫（㈱エムアイシーグループ）、▼戸澤順、秋
吉教史、柴田幸生、杉浦宏紀、加藤高佳（㈱奉仕堂
印刷）、▼川合斉、鈴木宏始（協同印刷㈱）  (敬称略)

　山口県印刷工業組合（藤田良郎理事長）では、メ

ディアユニバーサルデザインの点字カレンダー

「2011やさしいCalendar」を制作、販売を始めま

した。このカレンダーは、第４回全国MUDコンペ

ティション（全日本印刷工業組合連合会主催）で最

優秀賞に選ばれたもので、「誰にでもやさしい」を

コンセプトに、シンプルなデザインの中にも「見や

すい」「わかりやすい」「使いやすい」点字表示の

カレンダーになっています。

　【ポイント】
　①どんな人にも公平に伝える
　カレンダーとしての基本情報は、高齢者、視覚

障害者、弱視者など、すべての人に公平に伝えられ

るよう、文字は黒のみを使用し、土日祝祭日をマー

ク化することで見やすくしています。目の不自由な

方にも使用していただけるよう透明インキで点字も

入っています。

　②どんな人にも使いやすく

　カレンダーの左右には、月ごとにタブを設けてい

ます。これにより２枚一緒にめくってしまうことが

なくなり、見たい月に簡単に移動することもできま

す。タブにも点字印刷がしてありますので、目の不

自由な方にも同じように利用していただけます。

※定価／1,200円（税込み）

　【詳しくは】
　山口県印刷工業組合　〒752-0927　山口県下関市

長府扇町9-11（㈱岡本紙工2F）TEL0832-49-1117

　全日本印刷工業組合連合会環境委員会から、「産業廃
棄物の適正処理に関するお願い」の通達文が届きました。
それによると、環境委員会では、印刷業界における環境
対応の現状を把握することを目的に、組合員を対象に
「環境アンケート調査」を実施したところ、廃棄物（廃
インキ缶、インキ残肉、廃液）の適正処理について、違
法行為とも取れる回答が見受けられた。（平成22年９月
14日現在、回答企業数1,441社、回答率22.8％）
　そのため、組合員への産業廃棄物の適正処理に関する
周知を図るべく、下記の「産業廃棄物の適正処理に関す
るお願い」が各都道府県印刷工業組合へ配布された。
　⑴廃インキ缶、インキ残肉、廃ウエスの処理方法につ
いて
　環境対応アンケートでは、廃インキ缶の処理方法につ
いて、回答社数1,441社のうち135社が「一般ゴミと一緒
に排出」と回答し、インキ残肉の処理方法については152
社が「一般ゴミと一緒に排出」と回答しています。また、
ウエスの処理方法についても318社が「一般ゴミと一緒に
排出」と回答しています。

　廃インキ缶、インキ残肉、廃ウエスは、市区町村が
「あわせ産廃」（産業廃棄物と一般廃棄物を一緒に廃
棄）や事業系廃棄物の有料回収を認めていなければ有料
ごみシールを貼って排出したとしても、一般廃棄物と一
緒に排出することは不法投棄となり、焼却の場合も法令
に基づいた焼却施設（処理能力200kg/h以上、火格子面
積が２㎡以上）による焼却でなければ違法行為となりま
す。廃インキ缶、インキ残肉、廃ウエスの処理は、自治
体の許可を受けた産業廃棄物業者と必ず委託契約を行い、
適正な処理を行ってください。
　⑵廃棄物の処理方法について
　環境アンケートでは、廃液の処理方法について、回答
社数1,441社のうち56社が「直接下水に流している」と回
答しています。インキ洗浄液、湿し水廃液、製版廃液を
中和（ろ過）せずに直接下水に流すことは、水質汚濁防
止法や下水道法からも排除基準の適用を受ける場合もあ
り、自治体によっては上乗せ基準を設けて規制を強化し
ている場合もありますので注意が必要です。また、廃液
をウエスに染み込ませて一般ゴミと一緒に廃棄している
という回答もあり、不法投棄となりますので、廃液の処
理についても廃インキ缶、インキ残肉、廃ウエス処理と
同じく、自治体の許可を受けた産業廃棄物業者（特別管
理産業廃棄物許可業者）と委託契約を行い、適正な処理
を行ってください。
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永年勤続優良従業員表彰
愛知県知事表彰28名、全印工連･愛印工表彰
69名が表彰される

産業廃棄物の適正処理
産業廃棄物（廃インキ缶、インキ残肉、廃液）
の適正処理について

■山口県印刷工業組合

メディアユニバーサルデザインの点字カレンダー

「2011 やさしいCalendar」制作



　●生命共済制度“ライフピア”
の制度
　死亡・高度障害の他、不慮の事
故による障害や入院について、24
時間補償する共済制度です。新規
加入は70歳まで加入でき、75歳ま
で補償が継続されます。また、掛
け金の個人負担加入や配偶者の加
入も可能です。
　①わずかな負担で大きな保証。
　②保険金が最高1,000万円（災害
時は最高2,000万円）。
　③掛金が年齢群団別で、若年層
には特に有利。
　④個人負担加入で1,000万円（個
人負担、企業負担）まで加入可能。
　⑤剰余金は還元。
　⑥従業員の福祉向上に最適。

　●設備共済制度
　印刷設備を始とする機械設備の
事故による損害を補償する制度。
一般機械保険と比較して掛金は大
幅に割安（約３分の１の水準）で

　只今、平成22年度「生命共済制度加入促進キャンペーン」を実施しています。この共済事業は、多数
の組合員に加入いただくことにより、団体契約としてのスケールメリットが生まれ、一般の保険と比べ
割安な掛金となっています。以下、その概要をお知らせいたしますので、ご検討をいただきますようお
願い申し上げます。各制度の詳細は組合にお問い合わせください。パンフレットを用意しております。

－ 10 －

す。偶然の事故が発生した場合で
も、修理代が共済金として支払わ
れるため、経営安定に役立ちます。

　●医療共済制度の概要
　“入院から退院まで、きめ細か

く補償”をコンセプトにした制
度。、病気･ケガともに１日目の入
院から補償します。組合員企業の
役員･従業員は勿論のこと、その配
偶者･子供･両親及び同居の親族ま
で加入できます。

　共済制度には、上記のほかに「災害補償共済制度」もあります。この制
度は、商業中の災害に対する保証金の支払による負担から組合員企業を守
るための共済です。各生命保険担当者の訪問時には、お時間を取っていた
だき、保険制度の説明を聞いてくださいますようお願い申し上げます。ま
た、今、契約されている保険で困っている場合は、ご遠慮なく担当者訪問
時にご相談ください。

　電子マニフェスト制度は、廃棄物
処理法第12条の５に規定され、排出
業者自らが委託した廃棄物の処理の
流れを把握し、不法投棄の適正な処
理を確保することを目的としている。
　この電子マニフェストの普及につ
いては、政府における普及目標の平
成22年度普及率50％を目指して取り
組んでいる。
　日本産業廃棄物処理振興センター
では、この度、より一層の普及促進
を図るために、排出事業者及び処理
業者を対象に加入料無料キャンペー
ンを実施しているので、この機会に
加入されることを呼びかけている。
　【キャンペーン概要】
　実施期間：平成22年10月１日㈮～
平成22年12月31日㈮まで。
　対象者：排出業者、収集運搬業者、
処分業者
　＊平成22年12月31日までの消印の
ある加入申込書が有効。
　＊｢利用開始希望日｣の蘭には､加入
申込日から３ヶ月以内の日付を記入。
　＊内容：加入料無料
　泫キャンペーン期間中に加入した
場合、「加入料」は無料となるが、
「基本料」及び「使用量」は別途課
金される。詳細は下記まで。
　【問い合わせ先】
　㈶日本産業廃棄物処理振興セン
ター情報処理センター業務推進部　
TEL03-3668-6513 FAX03-3668-7323
http://www.jwnet.or.jp/jwnet/
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生命共済制度加入促進キャンペーン
平成 22 年９月～12 月

■電子マニフェスト

加入無料キャンペーン実施中

＊企業負担：掛け金を企業が負担、掛け金は損金または必要経費処理できます。
＊個人負担：掛け金を個人が負担、掛け金は生命保険控除の対象になります。

生命共済制度“ライフピア”制度

“ライフピア”制度における過去の支払事例（一部）

機械設備共済制度における過去の支払事例（一部）

医療共済制度における過去の支払事例（一部）



　全日本印刷工業組合連合会（水上光啓会長／以下・全
印工連）は、アドビシステムズ㈱の協力を得て、全国47
都道府県印刷工業組合所属組合員を対象に「特別ライセ
ンスプログラム」を用意した。これは、同社の最新バー
ジョン「Adobe Creative Suite5」（以下・CS5）導入
におけるコスト削減とコンプライアンス整備を目的とし

たもの。全印工連では、この特別ライセンスプログラム
の周知を図るため、10月５日の近畿地区を皮切りに特別
セミナー（全印工連・組合員向けCS5特別ライセンスプ
ログラム／CS5新機能＆電子出版ソリューション）を全
国で開催、中部地区では10月13日午後５時より、名古
屋駅前の豊田第二ホールで開催された。参加者は110名。

　●組合員限定でCS5を特別価格で提供
　特別セミナーの冒頭、全印工連を代表して、髙井昭弘

副会長（愛印工組理事長）が挨拶に立ち、参加者に感謝

の意を表した後、全印工連が特別ライセンスプログラム

を組合員向けに用意した理由、経緯を説明した。

　それによると、全印工連が５月にソフトウェアに関す

る調査（「DTPソフトウェア環境について」アンケー

ト調査）を実施したところ、「メーカー交渉で期待する

ことは何ですか？」という質問には「価格交渉によるコ

スト削減」、また「交渉して欲しいメーカーは？」とい

う質問には「Adobe Systems」との回答が最も多かった。

このアンケート調査結果を受け、全印工連の教育・労務

専門委員会（佐竹一郎委員長）が窓口となり、アドビシ

ステムズ㈱と交渉を重ねた結果、交渉がまとまり、特別

ライセンスプログラム（全印工連・組合員向けCS5特別

ライセンスプログラム）として結実した。

　また、髙井副会長は特別ライセンスプログラムと組合

加入メリットにふれ、次のように述べた。

　「『組合に加入してメリットはありますか？』とよ

く聞かれます。愛知県においては、本当にたくさんのメ

リットを（組合員に）提供していると、私は思っていま

す。その中でもこの特別ライセンスプログラムは、非常

にお得なので、（佐竹委員長の講演の後）充分理解でき

るまで質問をしていただきたいと思います」

　挨拶の最後に髙井副会長は「景気は非常に厳しい環境

にあります」と前置きして、「健康な印刷産業」にする

ために「増収増益」から「減収増益」の方向へ経営をシ

フトする必要性、そして売上高対経常利益率５％を目指

す必要性を強調した。

　●印刷産業にとって大きな変革
　この後、特別セミナーに入り、第１部では次のテーマ

で３氏が講演を行った。

　〈第１部〉

▽｢特別ライセンスプログラムの概要と導入メリットにつ

いて」（佐竹委員長）

▽｢プログラムに連携した融資案内について」（㈱商工組

合中央金庫名古屋支店担当者）

▽｢ELAによるライセンス管理のメリット」（アドビシス

テムズ㈱ビジネスデベロップメント・阿部成行部長）

　このうち、佐竹委員長は講演の中で、組合員向けCS5特

別ライセンスプログラムのコストメリットを強調すると

ともに、同プログラムを立ち上げるに至った理由、同プ

ログラムが目指すもの、同プログラムの参加メリット・

参加条件を説明。さらには同プログラム購入申込書の記

入例まで詳細に説明した。

　なお、同プログラムの参加メリットは次のとおり。

　〈参加メリット〉

　①『全印工連組合員限定』のライセンスプログラムを

特別価格で提供／全印工連のスケールメリットを最大限

に活用して、全印工連傘下の組合員という限定条件で、

これまでにない特別な提供価格とサポートを実現。

　②M＆S（メンテナンス＆サポート）契約による２年間

のサポートを受けられる／メンテナンス＆サポート契約

を結ぶことにより、契約期間中は常に最新バージョンの

ソフトウェアの利用が可能。（M＆S契約期間中はいつで

も無償でバージョンアップに対応）。

－ 12 － － 13 －

全
印
工
連

「特別ライセンスプログラム」事業／特別セミナー開催
“概要とメリット説明”、中部地区では110名が参加

　③著作権侵害のリスク低減と企業コンプライアンス・

社会的信用が獲得できる／このプログラムに参加するこ

とにより、下位バージョン使用に関する許諾条件の提供

が可能となり、また、年１回のライセンス補正申請によ

り、著作権侵害のリスクを軽減することができる。これ

により企業コンプライアンスと社会的信用度が高まる。

　④商工中金と連携した特別融資申込手続きが可能／特

別プログラム参加に際し必要となる資金について、商工

中金の各支店において借り入れ申し込みに迅速に対応す

る体制を整備。危機対応業務による設備投資資金の「利

子補給制度（基準利率0.5％、当初２年間）」の利用も一

定条件のもとで可能。

　３氏の講演後の質疑応答では、質問が使用許諾、ダウ

ングレード、プログラム内容、期限後（２年後）につい

てと多岐にわたり、関心の高さがうかがわれた。

　〈第２部〉

　阿部部長が「電子出版ソリューション／CS5新機能につ

いて」をテーマに講演した。

　講演の中で阿部部長は、「Adobe Indesign CS5」によ

り、動画を入れたデジタルコンテツを作成するデモンス

トレーションを行い、CS5が電子出版に有効なツールで

あることを実証した。

　特別セミナーは愛印工の岡田邦義副理事長の閉会の辞

をもって終了した。

　〈問合せ先〉

　組合員向けCS5特別ライセンスプログラムの契約、申

込記入法等に関する問合せは、全印工連（電話03-3552-

4571／担当：本間、池尻、藤井の各氏）まで。

　※「本事業はアドビシステムズ社との契約上、全国で

6,000本以上のライセンス契約達成により成立する」（全

印工連）。

110名が参加した中部地区セミナー



 No.468
 平成22年11月10日発行

 発 行 人 髙　　井　　昭　　弘
 編　  集 組 織 ・ 官 公 需 委 員 会
 発 行 所 愛 知 県 印 刷 工 業 組 合
 〒461－0001 名古屋市東区泉一丁目20番12号
 TEL〈052〉962－5771
 FAX〈052〉951－0569
 ◆ホームページアドレス  http://www.ai-in-ko.or.jp/
 ◆E-mailアドレス　jimukyoku＠ai-in-ko.or.jp

　■日本WPA社団法人組織へ、社団
法人に相応しい事業展開を！
　日本WPA(日本水なし印刷協会)は、
この程、「一般社団法人日本WPA」
として組織を変更、新たにスタート
した。設立から９年目に入り、現在
は正会員168社、協賛会員20社の計
188社の規模になっている。今後も、
「環境保全や印刷品質向上などの課
題に真正面から取り組み、社団法人
に相応しい事業展開に務めていく」
としている。特に、印刷を取り巻く
状況が厳しさを増す中で、「海外の
WPAとも連携しながら媒体価値の向
上を目指す。また、環境を意識した
印刷技術の発展、需要喚起、社会貢
献なども強化していく」との方針を
打ち出している。
　■技能五輪日本代表、伊東真規子
さん（亜細亜印刷㈱）に決まる
　㈳日本印刷産業連合会は、この程
行なわれた第41回技能五輪国際大会
（ロンドン大会）オフセット印刷職
種日本代表選手（候補者）の最終選
考会の結果、伊東真規子さん（亜細
亜印刷㈱／長野県）を日本代表候補
者として、中央職業能力開発協会へ
推薦した。
　候補者に選ばれた伊東真規子さん
は、平成元年９月生まれの21歳。長
野市に本社がある亜細亜印刷㈱に勤
務している。同社は昭和38年に設立
され、従業員数は75名。書籍印刷、
商業美術印刷が主体。長野の本社の
他、東京支店、関西営業所を持つ。
　第41回技能五輪国際大会（ロンド
ン大会）は2011年10月４日から９日
まで英国･ロンドンで開催される。

　愛知県印刷産業団体連絡会(髙井昭
弘会長)」の2010年度版｢愛知県印刷
産業団体連絡会｣名簿が完成しました。
連絡会18団体の会員を網羅しており
ます｡会員相互の情報交換やコミュニ
ケーションづくりにお役立て下さい。
（事務局よりのお知らせ・愛印産連
名簿は、各社１冊は贈呈としてお送
りしました。追加ご希望の向きは事

務局までお申し込みください）。
　〈掲載団体〉
　愛知県印刷工業組合、中部グラ
フィックコミュニケーションズ工業
組合、愛知県製本工業組合、㈳日本
グラフィックサービス工業会愛知県
支部、名古屋洋紙同業界、愛知県紙
器ダンボール箱工業組合、東海北陸
シーリング印刷協同組合愛知支部、
名活会、中部印刷製本機械工業会、
名古屋印刷インキ協会、愛知県紙加
工業協同組合、名古屋紙製品工業協
同組合、中部光沢化工紙協同組合、
愛知県トムソン工業協同組合、愛知
県スクリーン･デジタル印刷協同組合、
中部印刷機材協議会､中部フォーム印
刷工業会､東海グラビア印刷協同組合
　＊発行：愛知県印刷産業団体連絡会
　＊判型B5判：94ページ
　＊定価：1,000円（税込み､送料１冊
につき100円）
　＊申し込みは：愛知県印刷工業組
合内愛印産連（担当：佐野）まで。
TEL052-962-5771。

■第１回「ポスターグランプリ」の
展示会、表彰式も無事に終えること
ができました。ご協力いただいた皆
さん、協賛いただいた各社様に感謝
申し上げます。表彰式の席上、髙井
理事長の発言にありましたように、
次回の開催は、他県の工組の協力を
得て、さらに窓口を広げて開催がで
きれば、印刷業界とグラフィックデ
ザイン業界がさらに密になり、お互
いがアピールできれば、開催意義も

さらに高まることと思います。■全
印工連の「特別ライセンスプログラ
ム事業」の説明会がありました。110
名の多くの方々に参加いただきまし
た。全印工連の大きなプロジェクト
です。当日、都合が悪く出席できな
かった方は、是非、一読願い、積極
的に参加していただきますようお願
い致します。■岐阜印刷文化典の概
要を紹介しています。詳細について
は、次号においても詳報しますので、
ご期待ください。

－ 14 － － 3 －

巻頭言

　皆さんはファミリーレストランに入るとき、
どんな基準で選びますか…。私の場合、平日で
あれば駐車場が広いところですし、普段は食べ
たいメニューがあるところを基準にしています。
　ところで主婦の方はどんな基準で選んでい
るかご存知ですか…。この話、友人であるリ
フォーム関係の社長がお客様とのランチ対談
で聞いた話です。
　まだ小さい子供がいるところは、「食後に
おもちゃをくれる」といった子供を喜ばしてく
れるサービスのあるところ、また主婦だけの場
合は「サラダバーが豊富」であったり、「ドリ
ンクバーが充実」していたり、はたまた「落ち
着いて話ができたり」…。お気づきでしょうか、
彼女たちの選択肢に「料理」というカテゴリー
がありません。
　一方のファミリーレストラン側は、いかに
リーズナブルで、料理の質を上げていくかを重
視しています。しかし、肝心のターゲットであ
る主婦は、全く別の事情でお店選びをしている
ということです。つまり料理の質を上げなくて
も、売上を上げる方法はいくらでもあるという
事ですね。
　最近のマーケティングは、「物を売るのでは
なく、体験を売りなさい」という考え方があり
ます。例えば、高層階にあるレストランにお客

様に足を運んでいただくために、「夜景が綺麗
だ」とメッセージをする事は、「お客様の気が
ついていない事を教えてあげる」という代表的
な例です。
　電子書籍が登場し業界の地図を大きく変える
ともいわれています。確かに我々の業界は、今
まで紙に印刷をする事で多くの利益を得ていま
したので、この電子書籍という黒船が及ぼす影
響は予想もつきません。しかし、振り返ってみ
て、いまお付き合いのあるお客様は、なぜ自社
を指名いただけるのでしょうか…。おそらくそ
こにはお客様が指名したくなる理由があるはず
です。その理由が自社の売りに、強いては「お
客様に伝える会社の強み」ではないでしょうか。
　今まで部数を増やすと単価が下がるといった、
お客様が支払うコストの数字を伝えてきました。
しかし、お客様が欲しいのは同じ数字でも、ど
れだけ効果があるかという数字です。いくら便
利になっても、たくさん付加価値が付いたとし
ても、「必要ない」ものをお客様は買いません。
お客様のその向こうのお客様が喜ぶ事を提案し
ていく事が私たちの使命だと思います。そんな
事にスポットを当てて、マーケティング委員会
はセミナーを実施しています。
　「お客様に伝える会社の強み」をぜひ探しに
セミナーに社員と共にご参加ください。

「お客様に伝える会社の強み」

副理事長　鳥原　久資

業界短信

事務局だより

「愛知県印刷産業団体連絡会」名簿
  完成
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